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内容 時間

1.2024年度
CN事業実績

 【報告】

・取組み重点確認 2分 9:36-9:38

・事業実績まとめ

全体 8分 9:38-9:46

環境委員会 10分 9:46-9:56

広報委員会 6分 9:56-10:02

バン部会 8分 10:02-10:10

2.2025年度  CN事業計画 【審議】 15分 10:10-10:25

3.まとめ 5分 10:25-10:30

＜第27回(2024年度第4回)CN専門委員会 次第＞3月11日(火)9:30～11:00 2/26



1. 2024年度CN 事業実績【報告】
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・ 2050年の全会員CN実現に向け、裾野拡大と活動強化を図る

＜2024年度CN活動 取組み重点＞

①改善活動（省エネ・コスト低減・生産性向上等）の再啓発

③未着手会員の始動

④本部委員会と部会(特装･特種･ﾄﾗｯｸ･ﾊﾞﾝ)･支部との一体活動

②CN実現に向けた活動強化（フェーズⅡへの移行促進）

⑤LCAは、 先行会員参加によるWGの推進等進め方を検討
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知識の習得
・CN基礎知識

現状把握
・エネルギー量把握
・CO2量把握

情報収集
・現状分析
・事例収集
・省エネｱｲﾃﾑ
・設備投資ｱｲﾃﾑ

計画立案
目標設定
[単年、中長期]

・いつまでに
・何をして
・どれくらいにするか
・事業計画織込み

CN活動推進
・対策実施
・新情報収集
・目標見直し

＜2024年度の車工会CN推進イメージ＞

CN実現に向けた活動（フェーズⅡ）CN理解（フェーズⅠ）

PDCA
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見える化の推進 有効策の選定・省エネ･再エネ実施

未着手

個社

部会･支部

事務局
本部委員会

部会

担当
領域

会員の
状況

③未着手会員の始動

②活動強化(フェーズⅡへの移行促進)

①改善活動(省エネ・コスト低減・生産性向上）再啓発

④一体活動



2024年度CN 事業実績まとめ
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カテゴリ 実施事項 担当 KPI 2024年度実績 課題

・CN理解促進の仕掛け先導
・各委員会・部会・支部の
活動内容確認と情報共有

CN
･各委員会･部会･支部のCN活動を把握し、好事例を横展
初期目的（CN理解）は達成

○
フェーズⅡ
への移行

他団体
連携

・自動車5団体
・経団連モビリティ委員会、CJPT等

CN
･部工会･自工会情報
交換 年2回

･部工会3回(7月,11月,2月)、自工会1回(4月) ○ KPIの見直し

現状
把握

・アンケート調査、困りごとへの対応
・未着手会員への対応

中央
業務

部会
支部

･アンケート回収率100％
(含:辞退)

･アンケート実施方法再検討、
HP周知強化と中央業務委の困りごと吸上げに変更

･特装部会：WGで未着手会員へのフォロー実施、
バン部会 ：勉強会3回済 ⇒ 目標設定と活用方法を共有

○

○～

△

見直し内容展開

部会の特徴を
踏まえた活動

理解
活動

・事例収集
マニュアル展開
部会(支部)での共有

・CNページ閲覧頻度向上施策
事例展開

・勉強会

環境

広報

CN

･好事例PKG展開1件

･事例紹介3件

･1件以上
･動画作成･展開

･事例のHP掲載:「儲かる,すぐできる,誰でもできるCN」
第2弾作成に着手

･CNページ閲覧頻度向上施策 (含:環境対応事例発表会プレゼン)

事例紹介3件：広報委員でのチーム活動

･省エネルギーセンター講演＠環境対応事例発表会
部工会主催 外部講師によるCFPセミナーへ参加

○

○

○

ー

ー

より有効な
勉強会

計画
支援

・CO2排出量調査
排出量増減分析

・Scope3

・商用車電動化対応

環境

中央
技術

･年1％削減(委託生産2％)
･売上高カバー率95％以上

･対象39社分析

･LCA学びの場づくり
1件以上

･CO2排出量 23年度実績対前年▲0.7％
･売上高カバー率99.6%（前年同様）

･39社分析：電力係数▲2.1万㌧、省エネ改善▲1.9、
生産台数・売上高+3.7

･㈱カヤバの活動事例の学び

△

○

○

CO2排出量
▲1％の実現

ー

学びの場の創出

実行
支援

・困りごとの確認と現地支援
ｰ部会(支部)との一体活動

環境

部会
支部

･支援4件以上

･部会一体活動4件以上

･訪問支援 4社へ訪問
(ｵｰﾙｾｰﾌ、岩崎工業、本所自動車工業、札幌ボデー)

･一体活動 部会3件、支部1件(北海道)

○

○
ー

＜2024年度CN 事業実績まとめ＞ 7/26



環境委員会
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21 

22 21 20 

2020 2021 2022 2023

委託生産

非量産

123

105.6
107.0△2.3107.8

生産台数
売上高の増加

省エネ改善分
 非量産  ：△0.6万t-CO2

 委託生産：△1.7万t-CO2

△2.3 +3.8

4．車工会のCO2排出量実績と目標

△0.7%低減
（2022年度比）

【車工会全体 164社】 正144社、準20社

全体回答率  70.1％（前年 75.3％）

売上カバー率 99.6%（前年 99.6%）

万t-CO2

164件報告

電力係数 減少
※経団連係数

非量産  ：135件

委託生産：29件

年度

生産台数 +0.5%

売上高  +18.6%

非量産  ：＋13.3％

委託生産：＋19.3％

4.35
↓

4.20
t-CO2/万kWh

数量

削減率

（1/17 理事会資料）

9/26※CO2排出量＝Scope1,2



’21-’30年度の省エネは、非量産△1%、委託生産△2%

車工会の目標に対する実績

13 14 15 16 17 18 19 20 21 21 22 23 削減 30'13

委託生産

非量産

'14 '15 '16 '17 '18 '19 '20 '22 '23 '30 年度'21

車工会全体車工会代表 39社

新型コロナ

126

再エネ

省エネ改善

非量産  △2.5%

委託生産 △2.0%

目標

78

CO2排出量の目標※ 2030年度までに78万t-CO2（’13年度比△38%）

’22 → ’23年度実績

実績

107

集計対象拡大による排出増加

万t-CO2

省エネ目標は達成

10/26※CO2排出量＝Scope1,2

※ ’22/12設定

結果：省エネ改善で削減も台数・売上で増加

目標達成に向け

総量削減が必要



±0

84 87 87 

22 
21 20 

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2030 2030 2050

委託生産

非量産

2030年度に向けて 年度目標を設定

年度'21 '22 '23

105.6

目標

78万t

107.0107.8

'24 '25 '26 '27 '28 '29

CO2排出量を 年 1.66万t-CO2削減が必要

台数・売上が増加しても、総量で排出量を下げる必要がある！

→ 改善の継続に加え、新たな省エネ・再エネ導入が必要

'30 '50

’24-’30で削減する量

2050 CNに向け

更に低減

電力
係数

△2.3 △2.3 +3.8

省エネ

台数
売上

※CO2排出量＝Scope1,2

取り組み（毎年）
・年度ごとの削減目標と実績を比較し、
達成状況を確認、分析、開示

・削減が不足などにより、年度目標を見直し

・好事例の収集、情報展開、横展効果 他

・会員との意見交換や支援等の継続

△11.6

△15.2 今までの削減量
△1.66万t

4.32 4.35電力係数⇒ 4.20 電源係数の改善

削減量

△17.5 電力係数削減量（電力会社）
※毎年同数量下がるか不明

目標設定時

△1.66
△1.66

△1.66
△1.66

△1.66
△1.66

電力係数の
減少が前提

年度目標（台数・売上が増加しても）

・非量産  △1.0％以上※

・委託生産 △2.0%以上※

※前年比とする

係数減少
係数減少

係数減少
係数減少

係数減少
係数減少(参考) +1.5万t
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年 1.66万t-CO2削減のために

2.50（電気事業低炭素社会協議会の改定値）



広報委員会
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【CNページ閲覧頻度向上、わかりやすい事例展開】
項目 課題 2024年度の対応 進捗状況 閲覧状況推移

HP閲
覧件
数

CNペー
ジを追
加したも
のの表
示回数、
ユーザー
数が伸
びていな
い

・目に触れる頻度向上
①トップページバナー追加
②事務局員配信メール署名欄
 にCＮページの案内追加

③環境対応事例発表会でC
Nページ紹介

④追加、変更時メールおよび
「新着

情報」によるアナウンス
・内容の充実
わかりやすいCN対応事例の追
加・展開

・目に触れる頻度向上
①8/29より実施済
②5月より事務局員実施済
③10/18実施済
（発表者：河野ボデー製作

所 河野様)
④【事例集】儲かる すぐでき

る 誰でもできるCN_No1
追加時アナウンス実施済   
(8/20）

・わかりやすい事例
3件の展開事例作成

・今年度のCNページ閲覧数が、
昨年比196人/月←182人/
月と8%増加
①～④の方策で一定の効果
ありと判断
・わかりやすい事例展開3件作
成済。3月HP公開予定
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バン部会：手引書抜粋
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CO₂排出量削減目標設定の手引書
バン部会 業務委員会
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CO₂排出量簡易算出表へ数値を入力

CO₂排出量の算出方法

エネルギー使用量の各項目に入力する数値についての説明リンク

① 購入している電力エリアを選択

② 請求書記載の使用エネルギー毎に記入

④ 使用量に応じたCO₂排出量を自動換算

③ エネルギー総量のCO₂排出量を自動換算

①

② ③

④

月・年単位でのCO₂排出量を算出

次ページ：月別に各エネルギー使用量を見える化

～

手始めに直近１年分のデータを入力し、
年間の使用エネルギーと排出量を把握する。

SETP2フローへ戻る
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1.電気使用量の記入方法

「電気」の項目へこの数値を入力

「所在エリア」の項目はここに記入して
ある電力会社を選択

P6へ戻る
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2.ガス使用量の記入方法

エネルギー使用量調査票
「ガス」の項目へこの数値を入力

P6へ戻る
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3.その他エネルギーの記入方法

・ガソリン・軽油・灯油・・等、購入時の領収書があるもの

・その他の燃料等

領収書記載の購入量を項目ごとに合計して入力

請求書・購入時の領収書等に記載の購入量を合計して該当する項目へ記入

P6へ戻る
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月毎の使用量を見える化 SETP2フローへ戻る

1. 一年間のエネルギー使用量傾向を見える化

簡易算出表の２シート目「見える化グラフ」 ※入力例※

簡易算出表へ入力した数値が反映されます

2. これを参考に削減項目の選定を行う。

例：夏季の電気購入量と冬季の灯油消費量が
多いので、空調設備や暖房器具の設定を
見直すor設備更新を視野に入れる・・・・・等

3. 削減項目に基づいた計画を立ててみる

STEP３：目標設定～活動実施まで
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目標の立て方
※車体工業会では政府方針に足並みをそろえ、

2030年中間目標として2013年から38%のCO₂排出量削減と2050年CN達成に向け活動を行っています。
その中で会員の皆様に対して、省エネ活動による毎年1％の確実な排出量削減をお願いしております。

2013 2021 2030 2050

日本全体のCN達成に向けた削減チャート

次ページにて1%の確実なCO₂排出量の削減について解説いたします

STEP3フローへ戻る

38%削減

次ページ：削減目標の設定
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取り組み事例集 → 儲かる すぐできる 誰でもできるCN

照明設備 → 照明をLEDに変更した事例

熱源設備 → ヒータの制御・エネルギー転換・温度変更 等

監視設備 → 変圧器更新・スマートクロック導入 等

空調設備 → エアコン更新・フィルターの交換 等

コンプレッサー
ファン、ポンプ → エア漏れ改善・コンプレッサー更新 等

生産設備 → フォークリフト電動化・レーザー加工機導入 等

再エネ設備 → 太陽光パネルの導入

その他 → 社有車のEV化 等

CO₂排出量を削減した活動事例 STEP3フローへ戻る

これらを活用し、活動結果の確認と現状の削減状況を把握する
次ページ：活動結果の反映と現状の再認識
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知識の習得
・CN基礎知識

現状把握
・エネルギー量把握
・CO2量把握

情報収集
・現状分析
・事例収集
・省エネｱｲﾃﾑ
・設備投資ｱｲﾃﾑ

計画立案

目標設定
[単年、中長期]

・いつまでに
・何をして
・どれくらいにするか
・事業計画織込み

CN活動推進
・対策実施
・新情報収集
・目標見直し

＜2024年度の車工会CN推進イメージ :バン部会の取組み＞

CN実現に向けた活動（フェーズⅡ）CN理解（フェーズⅠ）

PDCA
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見える化の推進 有効策の選定・省エネ･再エネ実施

未着手

個社

部会･支部

事務局
本部委員会

部会

担当
領域

会員の
状況

③未着手会員の始動

②活動強化(フェーズⅡへの移行促進)

①改善活動(省エネ・コスト低減・生産性向上）再啓発

④一体活動



・ 24年度活動により

フェーズⅠの初期目的（CN理解）は達成

＜2024年度のCN活動まとめ＞
24/26

・未着手の会員へは

各種情報展開を継続



2. 2025年度CN 事業計画【審議】

25/26



26/26

・ 2050年の全会員CN実現に向け、CO2排出量低減に向けた活動を加速

⇒ 24年度活動に加え、削減事例や補助金等の情報発信を強化

＜2025年度活動の考え方＞

新規の取組み

①活動強化：CN実現に向けた活動促進 

 本部委員会：情報発信を強化 ⇒ 目標設定の支援にも繋げる

部会：本部と連携した部会内への情報展開、困りごとの収集・対応

継続推進

②改善活動（省エネ支援・コスト低減・生産性向上等）の継続・深化

 ③本部委員会と部会(支部)との一体活動

 ④LCA取組み情報の入手、展開

 ⑤部会の特徴を踏まえた実効性ある取組み
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以上
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